
2016年11月26日（土） 
10：00～12：00 

名城大学天白キャンパスS102 

 村野宏達（名城大学農学部准教授） 
土壌を抜きに環境問題を語れるのか？ 
 牧野知之（農研機構 農業環境変動研究セン

ター 無機化学物質研究ユニット長） 
水田の土壌汚染とその対策を考えよう 
 

コンビナー：礒井俊行教授、挨拶：日野輝明学科長 

演者 

講演後のアンケートには「土壌に対する認識を新たにした。」、「環境の汚染も
しっかり学ぶことができて、良かった」、「人としての土壌をしっかりと正して頂
きたい」、「水田での非生物的除去には色々な方法があって、化学の面白さを再認
識できた」、「非常に分かりやすかった」、「また参加したい」などの意見があり
ました。農学部生物環境科学科では、来年以降も公開講座を行っていく予定です。 

市民の方々、実習の一環として参加した生物環
境科学科1年生(98名)など合わせて約190名が聴
講し、講演後に活発な議論が交わされました。 


